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今や四季はなく、二季となったと言われますが、この季節は何かこころが弾みます。 

さて今年度は、南勢地域で新たなリーダーが多く誕生されました。 ３月の通信では多気町の筒井町長に寄稿い

ただきましたが、今回は紀宝町の向井町長、大台町の上瀬町長、玉城町の中川町長に投稿いただきました。 

紀宝町長  

向井美樹也  氏 

 

 

このたび、紀宝町長に就任いたしました向井美樹也（むかいみきや）です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

今後を見据えますと、人口減少・少子高齢化問題や公共インフラの老朽化、南海トラフ地震を

はじめとした防災・減災対策のさらなる強化、地域における交通手段の確保、行財政運営の

一層の効率化など、本町が直面する課題は、ますます複雑化・多様化しており、喫緊に対応す

べき問題が山積しているのが現状であります。これらの課題解決に向け、これまでに培った行

政経験と知識を最大限に活用し、新たな時代の課題や変化に正面から向き合い、町政をさら

に前へ進めていく決意であります。 

 「人の命が一番」、「住み続けたい」この２つのまちづくりを基本理念とし

て、４つの公約を掲げ、「健康と生活を守り安心して暮らせるまちづくりの推

進」、「防災・減災、高速道路時代に相応した情報発信と産業振興」、「教育・

子育て環境の充実」、「すべての世代が地域で活躍できる環境づくり」などに

全力で取り組んでまいりますとともに、愛するふるさと紀宝町のため、町民

の皆様に「住んで良かった」を実感していただける魅力あるまちづくりに邁進

する所存でございます。 

 そして、子どもたちが安心して学び、夢を持てること。若い世代が働き、家庭を築き、「この町で住み続けたい」と思え

ること。高齢者の方がこれまでの経験を活かし、役割をもって暮らし続けられること。このような全世代を通じた人と

人とのつながりと成長こそが、町の大きな力になると確信しております。 

「まちづくりは人づくりから」この強い想いをもち続け、これから町民の皆様をはじめ、関係者の皆様と手を取り合

い、「住み続けたいまちづくり」を進めてまいります。 

 

 

大台町長 

  上瀬裕美 氏 

 

みなさん、こんにちは。２月１２日付けで大台町長に就任しました 

上瀬裕美（じょうせひろみ）です。  

〈注目され選ばれる町にデザインする〉 

大台町は、都市部へのアクセスもしやすく、人のあたたかさがあって 

すごく大きな可能性を持った町です。豊かな自然、ここで暮らす人の力、地域を想う気

持ち…目指すのは、大台町を「住みつづけられる町」「住みたい町」「かかわりたい町」

にデザインすること。  

暮らしやすさを高めながら、子どもたちの可能性を広げ、地域の産業や文化も大切にし、町の外からも「大台町

っていいね！」と思ってもらえるように政策を具体に実行していくための戦略を職員のみんなと一緒に立ててい

るところです。   

                                                                                           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは現状と課題をしっかり把握し、解決策を提示しながら、慎重

に、かつ、スピーディーに事業を前に進めていきます。そして、大

台町に人と資金を集めて未来につながる良い循環をつくっていきま

す。町づくりは、私ひとりでできるものではありません。役場だけ

でもできません。町民のみなさん、地域で活動されているみなさ

ん、事業者のみなさん、町外から応援してくださるみなさんと一緒

に、知恵を出し合いながら進めていきたいです。  

令和８年４月１９日より、玉城町長に就任いたしました 中川 泰成（なかがわ 

やすなり） です。どうぞよろしくお願いします。 

 私は「笑顔１００％のまちづくり」を目標に掲げています。 

 

 これまでの活動を通じて感じた、未来を夢見る子どもたちの笑顔、仕事や育児に

励む現役世代の熱意、伝統や産業を守り続ける方々の誇りなど、皆様の「想い」こ

そが、町の原動力です。 

  

 
〈アートとサイエンス〉 

私が考えるに、政策は、アートでありサイエンスだということ。政策に正解がないことは前提ですが、思い

込みや勘ではなく適切に収集したデータを分析することは外せません。政策立案は仮説を立てることと似てい

ます。その仮説の検証を通じて、効果のある施策を見つける作業であるとも言えます。また、変化を恐れず、

心を動かし、職員のみんながわくわくする企画もあっていいと考えます。もちろん、失敗もアーカイブに蓄積

し後に活用することも重要です。 

〈巻きこみ型！？町デザイン〉 

まだまだ至らないところもありますが、現場の声を聞いて、見て、丁寧にそして行動力を持って取り組んで

いきます。ぜひ、みなさんの思いやアイデアを聞かせてください！町民さんはもちろんのこと、国、三重県な

ど関係機関のみなさまは町づくりのパートナーでもあります。これからの大台町を、みなさんと一緒にデザイ

ンしていけることを楽しみにしています。どうぞ大台町をよろしくお願いします。  

―大台町― 

大台町は、三重県中南部に位置し、町全域が「大台ケ原・大峯山・大杉谷ユ

ネスコエコパーク」に登録されており、世界的に認められた豊かな生態系を有

しています。清流宮川や広大な森林に恵まれ、暮らしと観光の両面で自然の

魅力を感じられる町です。 

                                                                                                                    

 

 

 

 大杉峡谷 シシ淵 

町制施行 70 周年を経て、私たちは今、人口減少や少子高齢化、物価高騰といったかつてない厳しい情勢

の中にあります。私たちが踏み出す一歩は、10 年後、20 年後の地域の姿を決定づける、極めて重要な意味

を持っています。 

 わが町には、豊かな歴史、受け継がれてきた伝統文化、そして美しい自然といった、未来へ繋ぐべき素晴らしい

宝と、困難を乗り越える底力が備わっていると確信しています。 

変化を恐れず、玉城らしさを失わず、時代の変化に柔軟に対応しながらも、この町が持つ温かさや絆を大切

に、常に現場へ足を運び、皆様の声に耳を傾け、情熱を持って新しい歩みを進めます。  

地方創生から日本創生へ！ 

ご縁やつながりを大切に、連携した取り組みを一緒に進めましょう！！ 

 

玉城町町長 

 中川泰成 氏 

 


